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安全・適正就業委員会だより

平成２６年度安全・適正就業推進大会

安全パトロール巡回のようす

安全・適正就業委員会としては、事故減少の取り組みとして安全・適正就業パトロール及び安全講習会等を通

じ、就業時及び就業途上での事故防止の取組を行っていますが、残念ながら２件の事故が起こりました。 

万一事故に遭ったときは、すぐにセンター事務局に連絡をし、センターの指示に従って対処して下さい。その

後、会員は速やかにセンター備え付けの「事故連絡票」の提出を行って下さい。なお、「事故連絡票」はセンタ

ーホームページの「所定用紙の出力」からも入手できます。 

 

� 屋外施設管理。草刈作業後、刈草を軽四貨物車両に積み込むため、車両を刈草の近くに移

動させたところ、車両底部が石に乗り上げ、車両底部にあるオイルフィルターが損傷した。

（物損事故） 

� 宿直業務。就業途上、会員がバイクで移動していたところ、発注者の職員乗車の車とバイ

クとが衝突した。会員は転倒し体にバイクが乗り上げひざに怪我をしたが、駐車場内で両

者の速度が遅かったため軽傷で済んだ。（傷害事故） 

屋内清掃・精華町役場 植栽管理・精華町役場 除草(機械刈) ・ガーデンシティ 屋外清掃・フラッツ下狛

７月２９日（火）、京都府立総合社会福祉会館におい

て、京都府シルバー人材センター連合会主催の平成２６

年度安全・適正就業推進大会が開催され、当シルバーか

らは安全・適正就業委員会担当理事、同委員、職員の計

６名が出席しました。 

大会では、今年度の安全・適正就業標語の表彰と安全

就業についての講演等が行われました。 

標語の表彰では、最優秀賞は亀岡市、優秀賞は城陽市

と綾部市の会員が選ばれましたが、当シルバーから推薦

した２首は残念ながら受賞がかないませんでした。 

安全就業についての講演の講師は以前当方でＳＰ事業

樹木剪定の講師をしていただいた伊地知久凱氏でした。 

 

当シルバーから推薦した標語  

「初心に返って 〝安全確認〟 もう一度」   五十嵐 勇 会員 作  

「馴れ仕事 初めは 点検 第一に」      上山洋二 会員 作  

安全・適正就業推進大会 標語入選者表彰


